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〔下水道事業特別会計〕（単位：千円）

出雲市の下水道
下水道は、トイレの水洗化など快適な生活環境の確保や、生活汚水を流さないことによる
湖・河川など公共用水域の水質保全等を目的にしています。

～自然とくらしにやさしい下水道～

　下
水
道
事
業
は
、市
の
一

般
会
計
と
は
別
に「
特
別
会

計
」を
設
け
て
事
業
運
営
を

行
っ
て
お
り
、市
で
は
、公

共
下
水
道
事
業
と
農
業・漁

業
集
落
排
水
事
業
と
浄
化

槽
設
置
事
業
の
３
つ
の
特

別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　下
水
道
事
業
は
使
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
下
水
道
使
用
料
に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、下
水
道
財
政
の
し

く
み
と
特
別
会
計
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
財
政

下
水
道
事
業
の
財
政

■ 

下
水
道
財
政
の
し
く
み

　
下
水
道
事
業
に
か
か
る

経
費
は
、「
建
設
費
」と「
管

理
費
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
建
設
費
」は
下
水
道
管
や

処
理
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
た
め
の
経
費
で
、「
管
理

費
」は
施
設
を
管
理
し
て
汚

水
を
処
理
す
る
維
持
管
理

費
と
借
入
金
を
返
済
す
る

公
債
費
か
ら
な
り
ま
す
。管

理
費
に
要
す
る
経
費
は
、使

用
者
か
ら
い
た
だ
く
使
用

料
で
ま
か
な
う
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。（
汚
水

私
費
の
原
則
）

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

の
う
ち
、ど
れ
ぐ
ら
い
の
人

が
汚
水
を
処
理
で
き
る
状

況
に
あ
る
か
を
表
し
た
数

値
を
普
及
率
と
言
っ
て
い

ま
す
。平
成
25
年
度
末
に
お

け
る
普
及
率
は
83
・
７
％

で
、
普
及
人
口
は
個
人
で

合
併
処
理
浄
化
槽
を
管
理

さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
て
、

１
４
６,
０
７
８
人
で
す
。

汚
水
処
理
施
設
の

　
　
　
　普及
状
況

汚
水
処
理
施
設
の

　
　
　
　普及
状
況

市
設
置
型
浄
化
槽
整
備

市
設
置
型
浄
化
槽
整
備

　
家
と
家
が
離
れ
て
い
る

中
山
間
地
域
な
ど
の
個
別

処
理
区
域
を
対
象
に
、市
が

一
般
住
宅
に
浄
化
槽
を
設

置
・
維
持
管
理
す
る「
市
設

置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
に
あ
た
り
、必
ず
宅

内
の
排
水
設
備
工
事
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
ほ

か
、
受
益
者
分
担
金（
35
万

円
一
括
納
入
）、下
水
道
使

用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 財政状況　（平成25年度決算から）

〔歳　入〕6,841,174
歳入の［その他 654,704 千円］の内訳
　受益者負担金 169,528 千円
　加入者負担金 1,050 千円
　繰越金  446,922 千円
　諸収入 36,678 千円
　手数料 526 千円

〔歳　入〕6,841,174

歳 入

使用料
1,488,005

一般会計繰入金
1,835,207

市債
2,467,900

国補助金
395,358

その他
654,704

〔歳　出〕6,816,484〔歳　出〕6,816,484

歳 出

維持管理費
978,978

公債費
3,671,048

建設費
2,166,458

〔浄化槽設置事業特別会計〕（単位：千円）

〔歳　入〕177,812

歳入の［その他 24,049 千円］の内訳
　受益者分担金 22,400 千円
　諸収入  1,649 千円

歳 入

使用料
48,942

一般会計
繰入金
49,996

市債
32,200

県支出金
22,625

その他
24,049

〔歳　出〕174,042

歳 出
維持
管理費
76,442

公債費
35,927

建設費
61,673

〔農業・漁業集落排水事業特別会計〕（単位：千円）

〔歳　入〕2,544,241
歳入の［その他 55,315 千円］の内訳
　受益者分担金 3,107 千円
　加入者負担金 12,600 千円
　繰越金 13,257 千円
　諸収入 26,302 千円
　手数料 49 千円

〔歳　入〕2,544,241

歳 入

使用料
432,621

一般会計繰入金
1,320,255

市債
652,200

県支出金
83,850

その他
55,315

〔歳　出〕2,522,917〔歳　出〕2,522,917

歳 出

維持管理費
534,025

公債費
1,745,333

建設費
243,559

歳入と歳出の差 21,324千円は、繰越事業の財源として
平成26年度に繰り越しました。

歳入と歳出の差 24,690千円は、繰越事業の財源として
平成26年度に繰り越しました。

歳入と歳出の差 3,770千円は、繰越事業の財源として
平成26年度に繰り越しました。

“

早
期
に

  

接
続
工
事
の
実
施
を”

　公
共
下
水
道
や
農
業
・

漁
業
集
落
排
水
施
設
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
た

と
き（
供
用
開
始
）は
、快

適
で
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、１
日
も

早
い
排
水
設
備
工
事（
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
）を

お
願
い
し
ま
す
。

下水道の使用料は何に使われているの？       

下水道施設を維持管理していくための経費と下水道を建設整備する
ために借り入れたお金の返済（公債費）にあてられています。

汚水を 1 ㎥処理するためにいくらかかるの？       

公費で負担すべき経費を除いて算出した１㎥の処理単価は374円で
す（平成25年度実績）。これが本来、下水道使用料として負担してい
ただく金額ですが、その内の187円を使用料でいただき、不足分を一
般会計からの繰入金（市税）で補っています。

Q

A

Q

A

区　 分
使用料単価
汚水処理原価
使用料回収率

単位
円 /㎥
円 /㎥
％

公共
192
328
58.5

特環
194
352
55.0

農集
171
523
32.7

漁集
178
432
41.3

浄化槽
170
368
46.2

計
187
374
49.9

起債残高（借入金の残高）の推移

735
740
745
750
755
760
765

23年度

（億円）

24年度 25年度

745

753
759

地域

出雲

平田

佐田

多伎

湖陵

大社

斐川

計

行政区域人口

91,143人

26,713人

3,725人

3,732人

5,476人

15,165人

28,551人

174,505人

供用人口

69,763人

23,917人

3,481人

3,665人

4,762人

13,149人

27,341人

146,078人

普及率

76.5％

89.5％

93.4％

98.2％

87.0％

86.7％

95.8％

83.7％

下水道管理課
下水道建設課
※夜間、休日の連絡先  市役所代表
平田上下水道事務所
河南上下水道事務所
斐川上下水道事務所

☎21-2226 ※
☎21-2228 ※

☎21-2211
☎63-5541
☎43-1211
☎73-9130

下水道についてのお問い合わせは
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〔下水道事業特別会計〕（単位：千円）
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歳入の［その他 55,315 千円］の内訳
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歳入と歳出の差 21,324千円は、繰越事業の財源として
平成26年度に繰り越しました。

歳入と歳出の差 24,690千円は、繰越事業の財源として
平成26年度に繰り越しました。
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下水道の使用料は何に使われているの？       

下水道施設を維持管理していくための経費と下水道を建設整備する
ために借り入れたお金の返済（公債費）にあてられています。

汚水を 1 ㎥処理するためにいくらかかるの？       
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般会計からの繰入金（市税）で補っています。
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